租税教育研究委嘱校
租税教育実施計画（案）
（中学校用）
鹿児島県租税教育推進協議会
　　　　　　　　　　 eq \o\ad(「租税教育」について,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
１　租税教育の基本的な考え方

　租税教育の目指すものは、「平和的な国家及び社会の形成者として資質を養い、生徒を取り巻く身近な事象を捕えてこれを民主的な観点に立って深く考え、更に望ましい実践的な態度や習慣を身につけさせていく」ことである。

　また、鹿児島県における租税教育は、「租税に関連した事項を通して郷土について関心を高め、公民としての資質を身につけ、国家及び社会における権利と義務の主体者として、自主的に判断し行動するための諸能力を育てる。」ことにねらいを置いている。

このように、租税教育の目指すものは、学校教育の目指す目標と一致するところである。

　租税教育への取り組みについては、学校教育活動の全領域において租税に関連するものを取り入れるなどして、租税教育の学習や活動を通して生徒が自主的に行動する態度や意欲を身につけることに重点を置いて取り組むこととする。

　また、租税に関心を持たせながら、郷土についての知識や郷土愛の精神や態度を育てることにより、２１世紀を担う公民としての資

質や国家及び社会の一員として社会の中での権利と義務との関係を

学ばせる。

２　租税教育推進のための基本的な態度

 (1)　租税教育は納税率を高めるものではなく、租税を題材とする民　　主教育であり、委嘱校の教育目標を達成することを目指すもので

　　ある。

 (2)　租税についての正しい知識と理解を深め、将来、公民としての

　　諸能力を育成するため、学校教育のすべての領域で租税教育の視

　　点を明確にして実践活動する。

 (3)　租税教育の指導に当たっては、教師自身の研修が必要であり、

　　税務関係者や指導主事を講師に招いて知識を深め、また、関係の

　　資料等を読んで租税教育に対する正しい指導感を確立する。

 (4)　生徒の研究や調査活動等においては、関係諸機関や企業の協力

　　を得て正確な資料に基づいて行い、それらの実践活動を通じて生徒の主体性を育てる。

 (5)　家庭や地域社会との連携を密にしながら、地域社会の目標とす

　　る郷土教育を通して、郷土についての理解を深め、郷土を愛する

　　精神や態度を育てる。

 (6)　関係諸機関との連携を密にして、指導助言を受けながら、租税

　　教育の充実を図る。

３　研究主題等（例）

 (1)　研究主題

　　　「郷土について理解を深め、主体的に行動できる生徒の育成を

　　を目指す租税教育」

 (2)　研究主題選定の理由

　　　鹿児島県における租税教育は、「租税に関連した事項を通して

　　郷土について関心を高め、公民としての資質を身につけ、国家及

　　び社会における権利と義務の主体者として自主的に判断し行動するための諸能力を育てる。」ことにねらいを置いている。

　　　また、鹿児島県の場合、ほぼ全域で過疎化現象が進みつつあり、

　　同時に生徒数も年々減少してきている。
このような中、生徒には、自分で課題を見つけ、自ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力等の育成が求められている。

　　　このような状況を考慮して「郷土について理解を深め、主体的に行動できる生徒の育成を目指す租税教育」と研究主題を設定した。

 (3)　学年研究テーマ

　　　第１学年　「家庭生活と租税」

　　　第２学年　「学校生活と租税」

　　　第３学年　「○○市（町・村）と税」
※　研究主題・学年研究テーマは、委嘱校の実情等を考慮し設定する。

４　研究の仮説（例）

 (1)　身近な生活や郷土を中心とした租税に関する研究を行うことに

　　より、生徒の租税や郷土についての興味・関心が高まり理解が深まるであろう。

 (2)　生徒が主体的・自発的に資料収集、調査研究、研究発表を協力して行う場を設定することにより、主体的に行動できる生徒の育成ができるであろう。

５　租税教育を通して学校が目指すもの（例）

 (1)　租税についての正しい知識、理解を深める。

 (2)　勤労を尊び、豊かで美しい環境を作る態度を養う。

 (3)　公共物を大切にする態度や、資源を大事にする態度を養う。

 (4)　身近な生活と租税や郷土について学習することにより、郷土へ

　　の理解を深め、郷土愛の精神や態度を養う。

 (5)　主体的な態度を育成するとともに、発表力を伸ばす。

 (6)　人間尊重の精神を養い、お互い協力してよりよい集団生活の向

　　上に努める態度を養う。

 (7)　自由と権利、社会的な責任、義務について、正しい認識を育成

　　する。

 (8)　２１世紀を担う生徒たちに、国際社会の形成者としての自覚と連帯意識を認識させる。

６　研究組織（例）
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７　研究の進め方（例）

 (1)　校内研修会は、原則として月１回程度開催することとするが、

　　必要に応じて随時開催する。

 (2)　研究推進委員は、〇名とする。

　　　なお、必要に応じて校長及び教頭も参加する。

 (3)　研究は、全体会と部会で進める。

　　ア　企画部は、全体の計画や行事との調整及び庶務会計を行う。

　　イ　研究部は、教科・特別活動・総合的な学習の時間等の実践活動を行う。

　　ウ　調査広報部は、主にアンケート調査の統計と考察、生徒作品

　　　の掲示、資料収集、生徒や保護者向けの広報を行う。

８　租税教育全体計画（例）
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９　各教科と租税教育（例）

 (1)　国　語

　　・　文学作品等を通じて、人間としての生き方（義務）について理解を深める。

　　・　目的や場所に応じた表現ができる能力を育てる。

　　・　租税に関する書写を通して租税への関心を深める。

 (2)　社　会

　　・　租税を通じて、国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う。

　　・　郷土や各地域の地域的特色を考察し理解させ、その特色に関連する租税の役割を取り上げる（地理的分野）。

　　・　租税の歴史的な変遷とその意義を取り上げる（歴史的分野）。

　　・　国や地方公共団体が果たしている経済的な役割の中で、租税の意義と役割及び納税の義務を取り上げる（公民的分野）。

 (3)　数　学

　　・　目的に応じて資料を収集し、それらを分類・整理し、表やグ

　　　ラフ、数値で表すことができるようにする。

　　・　表やグラフ、数値を基に資料を分析して、お互いの関連や資

　　　料全体としての傾向や特徴を理解できるようにする。

 (4)　理　科

　　・　自然の事物・現象についての理解を深め、自然と調和した行動が取れるようにする。

　　・　グループの研究活動を通して協力する態度を育てる。

　　・　観察・実験の器具を大切に使用させる。

 (5)　音　楽

　　・　表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、豊かな心を養い、感動できる幅広い人間を育てる。

　　・　楽器などを大切に取り扱う態度を育てる。

　　・　郷土の民謡などに親しみ、郷土を愛する心を育てる。

 (6)　美　術

　　・　表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、豊かな心を養い、感動できる幅広い人間を育てる。

　　・　用具、器具、作品などを大切にする態度を養う。

　　・　租税ポスター制作を取り入れ、租税について関心を育てる。

 (7)　保健体育

　　・　校内競技大会等を通してルールを工夫するなど、お互いに話し合いながら主体的に企画・運営ができる生徒を育成する。

　　・　体育施設、用具などの公共物を大切にし、合理的に活用する

　　　態度を育てる。

 (8)　技術・家庭

　　・　生活に必要な基礎的な知識と技術を習得し、進んで工夫し、

　　　創造する能力と実践的な態度を育てる。

　　・　地球環境を考え、資源を無駄にしない心を育てる。

　　・　実習教材用具、施設・機械類などの公共物を大切にする態度

　　　を養う。

　　・　情報収集の手段として、コンピュータを活用する。

 (9)　外国語（英語）

　　・　他の国々の習慣、文化、風俗、ものの考え方・見方の違い等に対する理解を深め、国際社会に生きる日本人としての自覚を高めるとともに、国際協調の精神を養う。

　　・　世界の環境問題、資源問題等について地球規模で考え、自然

　　　や物を大切にする生徒を育成する。

10　特別活動と租税教育（例）

　　特別活動の目標は、「望ましい集団活動を通して、心身の調和の　とれた発達と個性の伸長を図り、集団や社会の一員としてよりよい　生活を築こうとする自主的、実践的な態度を育てるとともに、人間　としての生き方についての自覚を深め、自己を生かす能力を養う」　こととしている。

　　特別活動の目標と租税教育との共通点を踏まえ、同じ目標の活動　ができるようにする。つまり、集団や社会の一員として、全体に貢　献できるという相通じるところがある。

　　特別活動の学級活動、生徒会活動、学校行事などの実践を通して、目標を達成できるようにする。

　　以下、租税教育と関連のある活動を示す。

 (1)　学級活動

　　ア　目標

　　　・　学級を単位として学級や学校の生活への適応を図る。

　　　・　学級や学校での生活を基盤に集団の一員として望ましい資質や能力態度を育てる。

　　　・　当面する諸課題への対応及び健全な生活態度を育成する。

　　イ　実際の活動

　　　・　学級の係を決め、集団のために尽くす大切さを知る。

　　　・　協調性を養うために、校内競技大会のクラス練習をする。

　　　・　進路について学び、社会に貢献することの大切さを学ぶ。

 (2)　生徒会活動

　　ア　目標

　　　・　学校の全生徒をもって組織する生徒会において、学校生活

　　　　の充実や改善向上を図る。

　　　・　生徒の諸活動についての連絡調整に関する活動をする。

　　　・　学校行事への協力やボランティア活動をする。

　　イ　実際の活動

　　　・　生徒集会で学校生活などに関する作文や、弁論大会などを

　　　　企画する。

　　　・　空き瓶や紙くずを集めるクリーン運動などのボランティア活動を実施し、地域の美化などに貢献する。

 (3)　学校行事

　　ア　目標

　　　・　全校又は学年を単位として、学校生活に秩序と変化を与え、集団への所属感を深める。

　　　・　学校生活をより豊かな充実したものにする。

　　　・　学校行事への参加・協力を通して体験的な活動をする。

　　イ　実際の活動

　　　・　学校行事に全員で参加し、集団の一員としての自覚を強め

　　　　るとともに、協調性と責任感を養う行事を企画する。

11　道徳と租税教育（例）

　　道徳教育の目標は、「人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を　家庭、学校、その他社会における具体的な生活の中に生かし、豊か　な心をもち、個性豊な文化の創造と民主的な社会及び国家の発展に　努め、進んで平和的な国際社会に貢献し未来を拓く主体性のある日　本人を育成するため、その基盤としての道徳性を養う。」ことにあ　る。

　　一方で、租税教育は、「郷土について理解を深め、主体的に行動できる生徒の育成」をねらいとしており、その目指す生徒像は道徳教育のそれと相通じるものがある。

　　したがって、教育活動において、道徳教育を実践することにより、租税教育の目標も達成できる。

12　総合的な学習の時間と租税教育（例）

　　租税教育は、学校教育活動のすべての領域で推進されるべきもの　であり、特に、社会科や道徳、特活においては大きなウェイトを占　めている。

しかし、教科、道徳、特活には、それぞれの指導内容と教育内容があり、総合的な学習の時間での生徒の自主的な活動に期待するところが大きい。

　　総合的な学習の時間は、「横断的・総合的な課題や生徒の興味・関心等に基づく学習など創意工夫を生かした教育活動を行うものとする。」としており、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育てることなどをねらいとしている。

そこで、租税教育を通して、見学や調査、発表や討論、体験学習、問題解決的な学習等の活動を実践する。

　　特に、租税教育研究の委嘱期間においては、生徒・担任が一体となって租税教育活動にあたるように配慮する。
委嘱校時期別計画（例）　初年度
	４月
	

	５月
	

	６月
	研究委嘱校を受ける
研究主題、計画の決定

担当教師の研修
学年のテーマ決定

	７月
	租税教室開催

学期の反省

	８月
	「税の作品」応募

	９月
	「税の作品」出品

研究テーマについて班分け、研究方法の決定

	10月
	各班で調査活動など調査

	11月
	租税教室開催

租税教育研究会への出席（校長、担当教師等）

「税の作品」表彰

	12月
	学期の反省

	１月
	租税教室開催

テーマの取りまとめ

	２月
	発表会

	３月
	初年度反省、次年度の志向検討


委嘱校時期別計画（例）　次年度
	　４月
	本年度の計画策定

	５月
	各部会の検討会、生徒全員各部活動内容検討

	６月
	租税教室開催

	７月
	生徒、保護者へ租税意識調査アンケート

学期の反省

	８月
	「税の作品」応募

	９月
	「税の作品」出品

現在までの問題点の検討

	10月
	校内発表会及び租税教育研究会準備

	11月
	校内発表会開催

租税教育研究会での発表（担当教師）

「税の作品」表彰

	12月
	学期の反省

	１月
	委嘱結果の取りまとめ

	　２月
	委嘱結果の取りまとめ

	３月
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